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Fig.1 PL and ECPL spectra of C4PbBr4 
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Fig.2 Energy diagram of C4PbBr4 

 

二次元ペロブスカイト物質(C4H9NH3)2PbBr4における励起相関発光測定 
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1.研究背景 

二次元ペロブスカイト物質は、理想的な二次元系量子井戸構造を形成するので、励起子が安定

して存在しており、励起子共鳴における非線形効果が非常に大きいことが知られている[1]。本研

究では、励起相関発光測定と呼ばれる、励起子多体効果や不純物、格子欠陥といった励起光強度

に対して非線形に発光する成分のみを観測する測定方法を取り入れることで、二次元ペロブスカ

イト物質の励起子分子の形成過程や詳細な発光メカニズムを解明することを目的としている。 

 

2.実験及び結果、考察 

本研究では、(C4H9NH3)2PbBr4単結晶試料(以下、C4PbBr4)を使用した。400 nm の励起光で試料

を励起し、5 Kにおける発光(PL)、反射及び励起相関発光(ECPL)スペクトルを測定した。PLスペ

クトル(Fig.1)から３つのピークが観測され、Fig.2 のエネルギーダイアグラムから、それぞれのピ

ークは励起子発光(Gと GG)と励起子分子発光(M発光)とアサインした[2]。また、Fig.1 に示すよ

うに ECPL 測定(τ=0)から、M 発光が正の信号として観測され、励起子発光(G G)が負の信号と

して観測された。この信号の遅延時間依存性から励起子・励起子分子系のダイナミクスが解明で

きる。詳しい考察については、当日発表する。 
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